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【年通号数】公開・登録公報2007-018
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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/335    (2006.01)
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   Ｈ０１Ｌ  29/762    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/335   　　　Ｐ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月16日(2008.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる３つの電圧値を出力する３値パルス発生回路であって、
　３つの論理素子を含む論理回路部と、前記３つの論理素子の各々の出力によって制御さ
れる３つのスイッチング素子を含むスイッチング制御部と、を備え、
　前記３つのスイッチング素子それぞれの一端には、互いに異なる３つの電圧値がそれぞ
れ入力され、他端から電圧値を出力し、
　前記論理回路部は、前記３つのスイッチング素子が同時にオン状態とならないように前
記３つの電圧値を切り替えて出力するよう制御することを特徴とする３値パルス発生回路
。
【請求項２】
　請求項１に記載の３値パルス発生回路であって、
　前記３つの論理素子のうち１つの出力を他の２つの論理素子のうち少なくとも１つの入
力にフィードバックすること特徴とする３値パルス発生回路。
【請求項３】
　請求項２に記載の３値パルス発生回路であって、
　前記論理回路部は、ＯＲ素子及び第１のＡＮＤ素子及び第２のＡＮＤ素子を含んで構成
され、
　前記ＯＲ素子の出力は、前記第１のＡＮＤ素子及び前記第２のＡＮＤ素子の入力にフィ
ードバックされ、
　前記第１のＡＮＤ素子の出力及び前記第２のＡＮＤ素子の出力は、前記ＯＲ素子の入力
にフィードバックされていることを特徴とする３値パルス発生回路。
【請求項４】
　請求項２に記載の３値パルス発生回路であって、
　前記論理回路部は、ＯＲ素子及び第１のＡＮＤ素子及び第２のＡＮＤ素子及びマルチバ
イブレータ回路を含んで構成され、
　前記ＯＲ素子の出力は、前記第１のＡＮＤ素子及び前記第２のＡＮＤ素子の入力にフィ
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ードバックされ、
　前記第１のＡＮＤ素子の出力及び前記第２のＡＮＤ素子の出力は、前記ＯＲ素子の入力
にフィードバックされると共に、前記マルチバイブレータ回路を介して前記第１のＡＮＤ
素子及び前記第２のＡＮＤ素子の入力にフィードバックされていることを特徴とする３値
パルス発生回路。
【請求項５】
　請求項２に記載の３値パルス発生回路であって、
　前記論理回路部は、第１のＯＲ素子及び第２のＯＲ素子及びＡＮＤ素子及びマルチバイ
ブレータ回路を含んで構成され、
　前記ＡＮＤ素子の出力は、前記第１のＯＲ素子及び前記第２のＯＲ素子の入力にフィー
ドバックされ、
　前記第１のＯＲ素子の出力及び前記第２のＯＲ素子の出力は、前記ＡＮＤ素子の入力に
フィードバックされると共に、前記マルチバイブレータ回路を介して前記第１のＯＲ素子
及び前記第２のＯＲ素子の入力にフィードバックされていることを特徴とする３値パルス
発生回路。
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